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Ⅰ．調査の概要 
 

 

１ 目的 

母子家庭、父子家庭及び寡婦をめぐる様々な状況やニーズを把握し、自立を促進するための支援の

あり方や今後の施策の方向性を「ひとり親家庭等自立促進計画」に位置づけることを目的とする。 

 

 

２ 概要 

●調 査 地 域：摂津市 

●調 査 対 象 者：児童扶養手当を受給しているひとり親  

●調 査 期 間：令和５年８月１日～31 日  

●調査基準日：令和５年８月１日 

●調 査 方 法：（母子・父子家庭）児童扶養手当現況届出時に、調査票を配布及び回収  

       （寡婦）摂津市母子福祉会を通じて、調査票を配布及び回収 

●調査票配布数：（母子・父子家庭）677世帯 

（寡婦）50世帯 

（合計）727世帯 

●調査票回収数：647 世帯 

●調査票回収率：90.0％ 

 

 

３ 報告書の見方 

●回答結果の割合「％」は有効サンプル数に対して、それぞれの回答数の割合を小数点以下第２位で

四捨五入したものです。そのため、単数回答（複数の選択肢から１つの選択肢を選ぶ方式）であっ

ても合計値が 100.0％にならない場合があります。このことは、本報告書内の分析文、グラフ、表

においても反映しています。 

●複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合、回答は選択肢ごとの有

効回答数に対して、それぞれの割合を示しています。そのため、合計が 100.0％を超える場合があ

ります。 

●図表中において「無回答」とあるものは、回答が示されていない、または回答の判別が困難なもの

です。 

●図表中の「n（number of case）」は、集計対象者総数（あるいは回答者限定設問の限定条件に

該当する人）を表しています。 

●報告書内の集計表は上段が実数、下段が％を示しています。 

●報告書において、設問の文章、グラフの回答選択肢の見出しを簡略化している場合があります。 
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Ⅱ．調査結果 
 

１ 回答者及びその家族について 

 

（１）ひとり親家庭の種別〈単数回答〉 

母子家庭が 90.4％、父子家庭が 4.6％、寡婦（末の子が 20 歳以上）が 4.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）回答者の年齢〈単数回答〉〔問１〕 

母子家庭は「40～44 歳」、父子家庭は「45～49 歳」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.8

1.3

8.4

14.9

19.0

21.3

18.0

10.7

1.5

0.8

2.9

0.3

0.0

0.0

0.0

6.7

20.0

16.7

33.3

10.0

13.3

0.0

0.0

0.0

0 10 20 30 40

母子家庭の母（寡婦含む）

(n=616)

父子家庭の父

(n=30)

16～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65歳以上

無回答

(%)

90.4 4.6 4.8 0.2

母子家庭の母 父子家庭の父 寡婦（末の子が20歳以上） 無回答

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=647)
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（３）ひとり親になって何年になるか〈単数回答〉〔問２〕 

母子家庭は「５～10年未満」、父子家庭は「１～５年未満」が最も多くなっています。 

 

※寡婦の方は一番下のお子さんが 20 歳になって何年になるか 

  

 

 

 

 

 

 

 

（４）ひとり親になった理由〈単数回答〉〔問３〕 

母子家庭、父子家庭ともに「離婚（性格の不一致）」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

  

6.2

6.7

26.9

36.7

32.3

26.7

29.4

23.3

3.4

0.0

1.8

6.7

１年未満 １～５年未満 ５～10年未満 10～20年未満 20年以上 無回答

母子家庭の母（寡婦含む）
(n=616)

父子家庭の父
(n=30)

(%)
0 20 40 60 80 100

2.4

37.0

8.6

12.5

16.6

6.2

12.3

0.0

1.1

3.2

6.7

50.0

6.7

16.7

3.3

6.7

0.0

3.3

3.3

3.3

0 20 40 60

母子家庭の母（寡婦含む）

(n=616)

父子家庭の父

(n=30)

死別

離婚（性格の不一致）

離婚（暴力）

離婚（異性問題）

離婚（経済的理由）

離婚（その他）

未婚

行方不明

その他

無回答

(%)
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（５）一緒に住んでいる家族〈複数回答〉〔問４〕 

母子家庭、父子家庭ともに「20歳未満の子」が９割以上となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎一緒に住んでいるお子さんの年齢〈数量回答〉〔問４-２（１-１、２-１、３-１、４-１、５-１）〕 

第１子と第２子は「15～17 歳」、第３子は「９～11 歳」、第４子は「６～８歳」が最も多くなっ

ています。 

 

※「20 歳未満の子ども」「20 歳以上の子ども」とお住まいと回答された方のみ 

 

  

3.1

3.2

9.4

5.0

0.0

9.2

9.4

11.3

15.0

25.0

13.4

14.4

12.3

30.0

25.0

17.6

15.9

29.2

15.0

25.0

17.8

24.9

16.0

5.0

25.0

23.3

27.4

16.0

20.0

0.0

15.6

4.7

5.7

10.0

0.0

０～２歳 ３～５歳 ６～８歳 ９～11歳 12～14歳 15～17歳 18・19歳

20歳未満の第１子の年齢
(n=455)

20歳未満の第２子の年齢
(n=277)

20歳未満の第３子の年齢
(n=106)

20歳未満の第４子の年齢
(n=20)

20歳未満の第５子の年齢
(n=4)

(%)
0 20 40 60 80 100

91.6

17.2

9.7

5.0

0.0

2.3

1.0

93.3

16.7

6.7

0.0

0.0

3.3

0.0

0 20 40 60 80 100

母子家庭の母（寡婦含む）

(n=616)

父子家庭の父

(n=30)

20歳未満の子

（あなたの）父母・祖父母

20歳以上の子

（あなたの）兄弟姉妹

子の配偶者

その他

無回答

(MA%)
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◎一緒に住んでいるお子さんの現在の就学・就労状況〈単数回答〉 

〔問４-２（１-２，２-２、３-２、４-２、５-２）〕 

第５子を除いて、いずれも「小学生」が最も多くなっています。 

 

※「20 歳未満の子ども」「20 歳以上の子ども」とお住まいと回答された方のみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

11.9

12.5

19.3

15.0

25.0

27.9

28.2

41.3

50.0

25.0

19.7

25.6

13.8

5.0

25.0

24.6

22.0

17.4

25.0

25.0

1.0

0.7

0.0

0.0

0.0

3.9

2.0

0.9

0.0

0.0

3.5

2.0

2.8

0.0

0.0

3.5

3.6

1.8

5.0

0.0

2.9

1.6

2.8

0.0

0.0

1.0

2.0

0.0

0.0

0.0

小学校入学前 小学生 中学生 高校生・高等専門学校生 短大生

大学生 専修学校・各種学校生 就労 無職 その他

第１子の就学・就労状況
(n=512)

第２子の就学・就労状況
(n=305)

第３子の就学・就労状況
(n=109)

第４子の就学・就労状況
(n=20)

第５子の就学・就労状況
(n=4)

(%)
0 20 40 60 80 100
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◎一緒に住んでいるお子さんを自分が扶養しているか〈単数回答〉 

〔問４-２（１-３，２-３、３-３、４-３、５-３）〕 

母子家庭は第１子、第２子、第３子、父子家庭は第１子と第２子でわずかに「扶養していない」の

回答がありますが、９割以上が「扶養している」となっています。 

 

※「20 歳未満の子ども」「20 歳以上の子ども」とお住まいと回答された方のみ 

母子家庭 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

父子家庭 

 

 

 

 

 

  

95.8

91.7

100.0

100.0

100.0

4.2

8.3

0.0

0.0

0.0

扶養している 扶養していない

第１子を扶養しているか
(n=24)

第２子を扶養しているか
(n=12)

第３子を扶養しているか
(n=3)

第４子を扶養しているか
(n=1)

第５子を扶養しているか
(n=1)

(%)
0 20 40 60 80 100

92.1

96.9

97.8

100.0

100.0

7.9

3.1

2.2

0.0

0.0

扶養している 扶養していない

Q4.231第１子を扶養しているか
(n=508)

Q4.232第２子を扶養しているか
(n=259)

Q4.233第３子を扶養しているか
(n=90)

Q4.234第４子を扶養しているか
(n=16)

Q4.235第５子を扶養しているか
(n=2)

(%)
0 20 40 60 80 100
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0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

24.0

33.3

25.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

32.0

25.0

25.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

4.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

36.0

33.3

25.0

100.0

100.0

4.0

8.3

25.0

0.0

0.0

中卒 高卒 短大卒 大学卒 大学院卒 専門学校卒 就職 子どもの意思に任せる その他

第１子の希望する進路等
(n=25)

第２子の希望する進路等
(n=12)

第３子の希望する進路等
(n=4)

第４子の希望する進路等
(n=1)

第５子の希望する進路等
(n=1)

(%)
0 20 40 60 80 100

◎一緒に住んでいるお子さんの希望する（していた）進路〈単数回答〉 

〔問４-２（１-４，２-４、３-４、４-４、５-４）〕 

母子家庭は第１子から第５子まですべて、父子家庭は第３子を除いて」「子どもの意思に任せる」が

最も多くなっています。 

 

※「20 歳未満の子ども」「20 歳以上の子ども」とお住まいと回答された方のみ 

母子家庭 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

父子家庭 

 

  

0.4

0.4

0.0

0.0

0.0

11.4

12.0

14.6

23.1

0.0

1.5

0.4

0.0

0.0

0.0

30.5

25.3

17.1

15.4

0.0

1.5

1.3

0.0

0.0

0.0

3.0

3.1

8.5

0.0

0.0

2.4

2.7

2.4

0.0

0.0

46.0

52.4

56.1

61.5

100.0

3.2

2.2

1.2

0.0

0.0

中卒 高卒 短大卒 大学卒 大学院卒 専門学校卒 就職 子どもの意思に任せる その他

第１子の希望する進路等
(n=463)

第２子の希望する進路等
(n=225)

第３子の希望する進路等
(n=82)

第４子の希望する進路等
(n=13)

第５子の希望する進路等
(n=1)

(%)
0 20 40 60 80 100
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（７）児童扶養手当を何年間受けているか〈単数回答〉〔問５〕 

母子家庭は「５～10年未満」、父子家庭は「５年未満」が最も多くなっています。 

 

※寡婦の方は、何年間受けていたか 

 

 

◎児童扶養手当を受けていない理由〈単数回答〉〔問５-２〕 

母子家庭は「本人の所得が高い」が最も多く、父子家庭は回答者が一名の為「その他」が 100.0％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

（８）現在の扶養関係〈単数回答〉〔問５-３〕 

母子家庭、父子家庭ともに「扶養関係ない」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９）回答者の最終学歴〈単数回答〉〔問６〕 

母子家庭、父子家庭ともに「高校」が最も多くなっています。 

 

 

  

33.9

46.7

34.9

26.7

18.3

16.7

5.5

0.0

5.0

3.3

2.3

6.7

５年未満 ５～10年未満 11～15年未満 15年以上 受けていない 無回答

母子家庭の母（寡婦含む）
(n=616)

父子家庭の父
(n=30)

(%)
0 20 40 60 80 100

15.4

20.0

38.3

43.3

4.7

3.3

11.0

3.3

6.2

6.7

12.3

13.3

0.8

0.0

11.2

10.0

中学校 高校 高等専門学校 短大 大学・大学院 専修学校・各種学校 その他 無回答

母子家庭の母（寡婦含む）
(n=616)

父子家庭の父
(n=30)

(%)
0 20 40 60 80 100

45.2

0.0

12.9

0.0

16.1

0.0

9.7

100.0

16.1

0.0

本人の所得が高い 同居親族所得 同居（兄弟姉妹）所得 その他 無回答

母子家庭の母（寡婦含む）
(n=31)

父子家庭の父
(n=1)

(%)
0 20 40 60 80 100

2.9

0.0

1.8

6.7

70.9

66.7

24.4

26.7

親・兄弟など、他の同居家族に扶養（税法上の扶養家族）されてい 他の同居家族（ただし、お子さんのみ扶養は除く）を扶養している

扶養関係ない 無回答

母子家庭の母（寡婦含む）
(n=616)

父子家庭の父
(n=30)

(%)
0 20 40 60 80 100
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２ 就業状況について 

 

（１）－１ ひとり親家庭となる前の就業形態・職種〈単数回答〉〔問７（１-１）、７（１-２）〕 

ひとり親となる前の就業形態は、母子家庭が「パートアルバイト・臨時職員等」、父子家庭が「正規

の職員・従業員」で最も多くなっています。 

職種は、母子家庭が「事務的な仕事」、父子家庭が「製造・技能・労務の仕事」で最も多くなってい

ます。 

 

就業形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

職種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

19.2

50.0

2.4

0.0

50.3

6.7

2.4

30.0

0.6

0.0

1.0

0.0

1.0

0.0

18.5

6.7

4.5

6.7

正規の職員・従業員 派遣職員 パートアルバイト・臨時職員等

自営業・自由業・農業等 家族従事者（自営手伝い） 内職・在宅ワーク

その他 働いていない 無回答

母子家庭の母（寡婦含む）
(n=616)

父子家庭の父
(n=30)

(%)
0 20 40 60 80 100

14.1

0.2

20.9

12.4

20.7

0.2

4.0

10.1

9.1

8.2

11.5

3.8

0.0

3.8

15.4

0.0

11.5

34.6

11.5

7.7

0 10 20 30 40

母子家庭の母（寡婦含む）

(n=474)

父子家庭の父

(n=26)

専門知識・資格・技術を生かした仕事

管理的な仕事

事務的な仕事

営業・販売の仕事

サービスの仕事

農林漁業の仕事

運輸・通信の仕事

製造・技能・労務の仕事

その他の仕事

無回答

(%)
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（１）－２ ひとり親となった後の就業形態・職種〈単数回答〉〔問７（２-１）、７（２-２）〕 

ひとり親となった後の就業形態は、母子家庭が「パートアルバイト・臨時職員等」、父子家庭が「正

規の職員・従業員」で最も多くなっています。ひとり親となる前と比べると、母子家庭は働いていな

い割合が減り、「正規の職員・従業員」「パートアルバイト・臨時職員等」の割合が多くなり、父子家

庭は「正規の職員・従業員」の割合が減り、「派遣職員」の回答がみられます。 

職種は、母子家庭が「事務的な仕事」、父子家庭が「製造・技能・労務の仕事」で最も多くなってい

ます。 

 

就業形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

職種 

 

 

 

  

24.2

36.7

4.7

6.7

58.9

6.7

2.3

30.0

0.5

0.0

0.3

3.3

0.6

0.0

4.4

10.0

4.1

6.7

正規の職員・従業員 派遣職員 パートアルバイト・臨時職員等

自営業・自由業・農業等 家族従事者（自営手伝い） 内職・在宅ワーク

その他 働いていない 無回答

母子家庭の母（寡婦含む）
(n=616)

父子家庭の父
(n=30)

(%)
0 20 40 60 80 100

15.6

0.7

24.1

11.2

16.1

0.0

4.1

10.1

9.9

8.2

12.0

4.0

0.0

4.0

20.0

0.0

8.0

32.0

12.0

8.0

0 10 20 30 40

母子家庭の母（寡婦含む）

(n=564)

父子家庭の父

(n=25)

専門知識・資格・技術を生かした仕事

管理的な仕事

事務的な仕事

営業・販売の仕事

サービスの仕事

農林漁業の仕事

運輸・通信の仕事

製造・技能・労務の仕事

その他の仕事

無回答

(%)
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（１）－３ 現在の就業形態・職種〈単数回答〉〔問７（３-１）、７（３-２）〕 

現在の就業形態は、母子家庭が「パートアルバイト・臨時職員等」、父子家庭が「自営業・自由業・

農業等」で最も多くなっています。 

職種は、母子家庭が「事務的な仕事」、父子家庭が「製造・技能・労務の仕事」で最も多くなってい

ます。 

 

就業形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職種 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

30.8

23.3

4.2

3.3

41.6

3.3

3.7

30.0

0.3

0.0

0.0

3.3

1.6

0.0

9.3

26.7

8.4

10.0

正規の職員・従業員 派遣職員 パートアルバイト・臨時職員等

自営業・自由業・農業等 家族従事者（自営手伝い） 内職・在宅ワーク

その他 働いていない 無回答

母子家庭の母（寡婦含む）
(n=616)

父子家庭の父
(n=30)

(%)
0 20 40 60 80 100

17.2

0.8

26.2

9.9

12.8

0.0

4.5

8.7

11.2

8.7

15.8

5.3

0.0

5.3

15.8

0.0

10.5

26.3

15.8

5.3

0 10 20 30

母子家庭の母（寡婦含む）

(n=507)

父子家庭の父

(n=19)

専門知識・資格・技術を生かした仕事

管理的な仕事

事務的な仕事

営業・販売の仕事

サービスの仕事

農林漁業の仕事

運輸・通信の仕事

製造・技能・労務の仕事

その他の仕事

無回答

(%)
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（２）現在の仕事の勤続年数〈単数回答〉〔問７-２〕 

母子家庭は「５～10年未満」、父子家庭は「10年以上」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

（３）ひとり親となったことをきっかけに転職をしたか〈単数回答〉〔問７-３〕 

母子家庭、父子家庭ともに「転職していない」が多くなっていますが、母子家庭の方がひとり親と

なったことをきっかけに転職した割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

◎転職を考慮する際の重要度〈単数回答〉〔問７-４〕 

「大変重要」の回答が多いのは、『⑤時間的に融通が利くこと』や『⑥自宅から職場が近いこと』、

『①時給・給与が高いこと』となっています。 

 

※転職した方のみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

35.7

20.0

49.8

60.0

14.4

20.0

転職した 転職していない 無回答

母子家庭の母（寡婦含む）
(n=616)

父子家庭の父
(n=30)

(%)
0 20 40 60 80 100

52.8

34.5

15.7

19.6

66.8

55.3

46.0

33.6

30.2

29.8

28.5

21.3

29.8

35.3

3.0

17.9

25.5

28.1

2.6

4.7

4.3

0.9

3.8

8.1

6.4

1.7

0.9

3.0

9.8

13.6

20.9

17.4

7.7

9.4

11.5

大変重要 重要 重要ではない 全く重要ではない 無回答

①時給・給与が高いこと

②正規の職員・従業員になれること

③事業所内保育手当など保育に関する支給

④資格・技能を生かせること

⑤時間的に融通が利くこと

⑥自宅から職場が近いこと

⑦人間関係など職場の雰囲気が良いこと

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=235)

15.0

5.3

21.5

15.8

16.6

0.0

25.2

10.5

20.9

68.4

0.8

0.0

１年未満 １～３年未満 ３～５年未満 ５～10年未満 10年以上 無回答

母子家庭の母（寡婦含む）
(n=507)

父子家庭の父
(n=19)

(%)
0 20 40 60 80 100
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（４）ひとり親になってから現在までの間に離職経験があるか〈単数回答〉〔問７-５〕 

母子家庭は「離職経験がある」、父子家庭は「ない」が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

◎離職の理由〈単数回答〉〔問７-６〕 

母子家庭は「より良い条件の会社に転職したかったから」、父子家庭は「子どもの面倒を見る必要が

できたから」が最も多くなっています。 

 

※離職経験がある方のみ 

 

 

  

42.9

60.0

44.0

26.7

13.1

13.3

ない 離職経験がある 無回答

母子家庭の母（寡婦含む）
(n=616)

父子家庭の父
(n=30)

(%)
0 20 40 60 80 100

7.0

10.0

3.0

12.2

4.4

38.0

4.4

3.3

14.8

3.0

0.0

50.0

0.0

0.0

0.0

12.5

25.0

0.0

12.5

0.0

0 20 40 60

母子家庭の母（寡婦含む）

(n=271)

父子家庭の父

(n=8)

（その期間に）雇用契約期間が満了したから

子どもの面倒を見る必要ができたから

家族の面倒を見る（介護）必要ができたから

病気・病弱などで働けなくなったから

専門学校に行くなど、スキルアップしたかったから

より良い条件の会社に転職したかったから

勤務先の理由で解雇されたから

勤務先が倒産（廃業）したから

その他

無回答

(%)
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（５）働きたいという希望があるか〈単数回答〉〔問８〕 

母子家庭、父子家庭ともに「働きたい」が多くなっています。 

 

※問７（３-１）で働いていないと回答された方のみ 

 

 

 

 

 

◎希望する就業形態〈単数回答〉〔問８-２〕 

母子家庭、父子家庭ともに「正規の職員・従業員」が最も多く、父子家庭は「派遣社員」が同率と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

◎就業する際の重要度〈単数回答〉〔問８-３〕 

「大変重要」の回答が多いのは、『①時給・給与が高いこと』となっています。 

 

 

  48.9

17.8

11.1

8.9

20.0

22.2

24.4

35.6

4.4

2.2

17.8

33.3

15.6

15.6

4.4

15.6

15.6

13.3

26.7

2.2

0.0

0.0

0.0

8.9

0.0

2.2

0.0

0.0

11.1

62.2

62.2

60.0

17.8

60.0

60.0

大変重要 重要 重要ではない 全く重要ではない 無回答

①時給・給与が高いこと

②正規の職員・従業員になれること

③事業所内保育手当など保育に関する支給

④資格・技能を生かせること

⑤時間的に融通が利くこと

⑥自宅から職場が近いこと

⑦人間関係など職場の雰囲気が良いこと

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=45)

70.2

62.5

26.3

37.5

3.5

0.0

働きたい 働くことは考えていない 無回答

母子家庭の母（寡婦含む）
(n=57)

父子家庭の父
(n=8)

(%)
0 20 40 60 80 100

25.0

20.0

0.0

0.0

12.5

0.0

5.0

0.0

10.0

0.0

0.0

0.0

10.0

0.0

2.5

20.0

35.0

60.0

正規の職員・従業員 派遣職員 パートアルバイト・臨時職員等

自営業・自由業・農業等 家族従事者（自営手伝い） 内職・在宅ワーク

その他 働いていない 無回答

母子家庭の母（寡婦含む）
(n=40)

父子家庭の父
(n=5)

(%)
0 20 40 60 80 100
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◎働くことができない理由〈複数回答〉〔問８-４〕 

母子家庭、父子家庭ともに「病気・病弱などで働けないから」が最も多くなっています。 

 

  

46.7

13.3

20.0

20.0

13.3

13.3

6.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

13.3

0.0

66.7

33.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

33.3

0.0

0 20 40 60 80

母子家庭の母（寡婦含む）

(n=15)

父子家庭の父

(n=3)

病気・病弱などで働けないから

家族の面倒を見る（介護する）必要があるから

時間面で条件の合う仕事がないから

高齢のため働けないから

子どもの面倒を見たいから

働く必要がないから

仕事をする気持ちが起こらないから

保育に関する支援が不足しているから

求職中だが採用されないから

職業訓練・技術等の習得中だから

収入面で条件の合う仕事がないから

仕事に必要な知識や資格がないから

その他

無回答

(MA%)
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33.0

0.0

7.8

0.0

16.5

0.0

2.9

0.0

4.9

0.0

1.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

34.0

100.0

正規の職員・従業員 派遣職員 パートアルバイト・臨時職員等

自営業・自由業・農業等 家族従事者（自営手伝い） 内職・在宅ワーク

その他 働いていない 無回答

母子家庭の母（寡婦含む）
(n=103)

父子家庭の父
(n=1)

(%)
0 20 40 60 80 100

（６）現在の仕事からの転職希望があるか〈単数回答〉〔問９〕 

母子家庭、父子家庭ともに「現在の仕事を続けたい」が多くなっています。 

 

※問７で現在仕事をしていると回答された方のみ 

 

◎希望する就業形態〈単数回答〉〔問９-２〕 

母子家庭は「正規の職員・従業員」が多くなっています。 

 

※問９で仕事を変えたいと回答された方のみ 

 

 

 

 

 

 

 

◎転職する際の重要度〈単数回答〉〔問９-３〕 

「大変重要」の回答が多いのは、『⑤時間的に融通が利くこと』や『⑦人間関係など職場の雰囲気が

良いこと』、『①時給・給与が高いこと』となっています。 

 

 

  

75.0

89.5

20.3

5.3

4.7

5.3

現在の仕事を続けたい 仕事を変えたい 無回答

母子家庭の母（寡婦含む）
(n=507)

父子家庭の父
(n=19)

(%)
0 20 40 60 80 100

60.6

46.2

10.6

14.4

66.3

49.0

66.3

27.9

25.0

20.2

17.3

22.1

33.7

19.2

1.9

12.5

26.0

38.5

1.9

2.9

1.9

0.0

2.9

14.4

5.8

0.0

0.0

1.0

9.6

13.5

28.8

24.0

9.6

14.4

11.5

大変重要 重要 重要ではない 全く重要ではない 無回答

①時給・給与が高いこと

②正規の職員・従業員になれること

③事業所内保育手当など保育に関する支給

④資格・技能を生かせること

⑤時間的に融通が利くこと

⑥自宅から職場が近いこと

⑦人間関係など職場の雰囲気が良いこと

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=104)
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（７）現在または直近の求職・転職活動においての問題〈複数回答〉〔問 10〕 

「特に問題はなかった」を除くと、母子家庭、父子家庭ともに「自分に適した職がわからない」が

最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

33.9

9.1

8.0

8.1

6.5

5.4

5.4

4.7

4.4

4.1

1.5

3.6

31.2

40.0

13.3

10.0

3.3

6.7

10.0

0.0

3.3

6.7

3.3

3.3

3.3

26.7

0 10 20 30 40 50

母子家庭の母（寡婦含む）

(n=616)

父子家庭の父

(n=30)

特に問題はなかった

自分に適した職がわからない

求・転職したことがない

求職しているが条件にあった求人がない

求人や正規雇用そのものがない（少ない）

気軽に相談できる相談先がない

ひとり親家庭（寡婦）であることを問題視される

子どもの面倒を見てもらう手立てがつかない

どこに相談していいかわからない

職務経験が少ない

資格・技能が合わない

その他

無回答

(MA%)
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（８）直近の仕事を探す際の情報源〈複数回答〉〔問 11〕 

母子家庭は「インターネット」、父子家庭は「ハローワーク」と「利用していない」が最も多くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

  

39.8

20.5

15.3

12.0

6.5

3.4

2.6

2.4

0.8

0.8

11.5

3.2

18.7

13.3

23.3

3.3

3.3

3.3

3.3

3.3

0.0

3.3

3.3

23.3

3.3

26.7

0 10 20 30 40 50

母子家庭の母（寡婦含む）

(n=616)

父子家庭の父

(n=30)

インターネット

ハローワーク

友人・知人の紹介

無料求人雑誌（折込チラシ）

派遣登録

新聞の求人広告

市役所の窓口

ハローワーク以外の就労支援機関

母子家庭等就業・自立支援センター

有料求人雑誌

利用していない

その他

無回答

(MA%)
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（９）労働環境の改善について行政に望む施策〈複数回答〉〔問 12〕 

母子家庭は「母子家庭等に対する雇用側の配慮の促進（啓発）」、父子家庭は「正規雇用での就労機

会の拡充」が最も多くなっています。 

 

 

 

  

45.5

42.6

36.5

28.9

18.6

16.1

13.7

12.3

9.6

6.1

5.2

3.8

28.6

21.4

42.9

35.7

0.0

14.3

14.3

28.6

7.1

0.0

0.0

21.4

0 10 20 30 40 50

母子家庭の母（寡婦含む）

(n=446)

父子家庭の父

(n=14)

母子家庭等に対する雇用側の配慮の促進（啓発）

母子家庭等の雇用を促進する企業への支援

正規雇用での就労機会の拡充

資格取得を支援する自立支援給付金の拡充

保育所優先入所の推進、延長・休日・一時保育の拡充

夜間（深夜）の保育など働きやすい保育の実施

職業訓練や技能講習など機会、メニューの拡充

講習会受講料の補助など経済的支援の拡充

マザーズハローワークなど国の就労支援施策の拡充

市町村など身近な所での支援講習会等の拡充

市町村など身近な所での出張相談会等の拡充

その他

(MA%)
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３ 資格・技能について 

 

（１）就職やキャリアアップにあたり習得したい資格・技能〈複数回答〉〔問 13〕 

「特になし」を除くと、母子家庭、父子家庭ともに「パソコン」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

18.3

6.5

6.0

5.8

5.4

5.2

4.1

2.9

2.9

2.4

2.1

2.1

2.1

1.9

1.8

1.5

1.0

1.0

0.8

35.1

5.4

16.1

13.3

3.3

0.0

3.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

40.0

3.3

36.7

0 10 20 30 40 50

母子家庭の母（寡婦含む）

(n=616)

父子家庭の父

(n=30)

パソコン

簿記

医療事務

自動車運転免許

看護師（准看護師）

介護福祉士

調理師

栄養士

介護職員初任者研修（旧ホームヘルパー２級）

保育士

介護職員実務者研修（旧ホームヘルパー１級）

理学療法士

社会福祉士

ケアマネジャー

歯科衛生士

教員

保健師

作業療法士

理容師・美容師

特になし

その他

無回答

(MA%)
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４ 収入・面会交流・養育費について 

 

（１）世帯収入の内訳〈複数回答〉〔問 14〕 

母子家庭、父子家庭ともに「あなたの就労収入」が最も多くなっています。 

 

 

  
81.3

72.7

59.7

17.0

8.3

5.0

4.1

1.6

0.5

2.3

2.9

73.3

56.7

46.7

0.0

16.7

3.3

6.7

3.3

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

母子家庭の母（寡婦含む）

(n=616)

父子家庭の父

(n=30)

あなたの就労収入

児童扶養手当

児童手当

養育費

生活保護費

家族の就労収入

年金

親･親戚からの援助

家賃等収入

その他

無回答

(MA%)
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（２）調査対象者の令和４年（１月～12 月）の年間総収入（税込み）〈単数回答〉〔問 15〕 

母子家庭は「100～150 万円未満」、父子家庭は「100 万円未満」が最も多くなっています。 

 

  
17.9

19.0

14.4

18.0

8.3

5.8

4.1

0.6

0.6

0.5

0.2

1.0

9.6

33.3

6.7

10.0

3.3

6.7

13.3

13.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

13.3

0 10 20 30 40

母子家庭の母（寡婦含む）

(n=616)

父子家庭の父

(n=30)

100万円未満

100～150万円未満

150～200万円未満

200～250万円未満

250～300万円未満

300～350万円未満

350～400万円未満

400～450万円未満

450～500万円未満

500～550万円未満

550～600万円未満

600万円以上

無回答

(%)
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◎年間総収入のうち、就労による収入額〈単数回答〉〔問 15-２〕 

母子家庭、父子家庭ともに「100万円未満」が、最も多くなっています。 

 

  
16.6

15.7

9.4

12.7

6.8

5.0

2.9

0.8

0.6

0.5

0.0

0.6

28.2

30.0

3.3

6.7

0.0

10.0

6.7

3.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

40.0

0 10 20 30 40 50

母子家庭の母（寡婦含む）

(n=616)

父子家庭の父

(n=30)

100万円未満

100～150万円未満

150～200万円未満

200～250万円未満

250～300万円未満

300～350万円未満

350～400万円未満

400～450万円未満

450～500万円未満

500～550万円未満

550～600万円未満

600万円以上

無回答

(%)
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（３）調査対象者が現在までの間に、貸付（融資）を利用したか〈複数回答〉〔問 16〕 

母子家庭、父子家庭ともに「ない」が最も多くなっています。 

 

 

  

74.5

7.3

2.1

1.1

0.8

0.8

0.5

0.5

0.2

13.1

73.3

10.0

3.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

13.3

0 20 40 60 80

母子家庭の母（寡婦含む）

(n=616)

父子家庭の父

(n=30)

ない

選択肢以外の民間金融機関等のローンを利用した

母子父子寡婦福祉資金（修学資金）を利用した

ひとり親家庭高等職業訓練促進資金貸付を利用した

母子父子寡婦福祉資金（技能習得資金）を利用した

ひとり親家庭住宅支援資金貸付を利用した

母子父子寡婦福祉資金（生活資金）を利用した

母子父子寡婦福祉資金（その他の資金）を利用した

母子父子寡婦福祉資金（事業開始資金）を利用した

無回答

(MA%)
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（４）養育費の相談先〈複数回答〉〔問 17〕 

母子家庭、父子家庭ともに「相談していない」が最も多くなっています。 

 

 

◎養育費の取り決め内容〈単数回答〉〔問 17-２〕 

母子家庭、父子家庭ともに「取り決めしていない」が最も多くなっています。 

 

  

19.6

8.4

6.5

6.5

0.8

0.8

0.0

0.0

0.0

0.6

53.4

13.0

13.3

0.0

6.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

56.7

23.3

0 20 40 60

母子家庭の母（寡婦含む）

(n=616)

父子家庭の父

(n=30)

親族

弁護士

家庭裁判所

知人・隣人

養育費等相談支援センター

母子・父子自立支援員

大阪府母子・父子福祉センター

母子・父子福祉団体

NPO法人

その他

相談していない

無回答

(MA%)

10.2

0.0

13.0

10.0

7.3

6.7

1.0

0.0

48.7

50.0

19.8

33.3

公正証書等で取り決めをしている 口頭又は私的な書面で取り決めをしている

家庭裁判所の調停 裁判による判決 取り決めしていない 無回答

母子家庭の母（寡婦含む）
(n=616)

父子家庭の父
(n=30)

(%)
0 20 40 60 80 100
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◎養育費の取り決めが守られているか〈単数回答〉〔問 17-３〕 

母子家庭、父子家庭ともに「守られている」が多くなっていますが、「全く守られていない」も２割

以上となっています。 

 

※取り決めをしている方のみ 

 

 

◎養育費の取り決めが守られていないことに対して行動しているか〈単数回答〉〔問 17-４〕 

母子家庭、父子家庭ともに「特に何も行動していない」が最も多くなっています。 

 

※取り決めが守られていない方のみ 

 

  

49.0

80.0

21.6

0.0

26.8

20.0

2.6

0.0

守られている 額や期間など一部守られていない 全く守られていない 無回答

母子家庭の母（寡婦含む）
(n=194)

父子家庭の父
(n=5)

(%)
0 20 40 60 80 100

18.1

1.1

4.3

70.2

5.3

1.1

0.0

0.0

0.0

100.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

母子家庭の母（寡婦含む）

(n=94)

父子家庭の父

(n=1)

相手方と協議している

養育費等相談支援センターなど、相談機関・窓口に相談している

法的措置を取っている

特に何も行動していない

その他

無回答

(%)
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59.1

34.8

28.8

18.2

18.2

15.2

13.6

1.5

6.1

1.5

100.0

100.0

100.0

100.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

母子家庭の母（寡婦含む）

(n=66)

父子家庭の父

(n=1)

相手と関わりたくないから

相手方との交渉がわずらわしいから

相手に払う意思がなくなったから

相手に支払う資力がなくなったから

対応する時間がないから

対応の方法がわからないから

相手から身体的・精神的暴力を受けたから

自分の収入で経済的に問題なくなったから

その他

無回答

(MA%)

◎行動していない理由〈複数回答〉〔問 17-５〕 

母子家庭、父子家庭ともに「相手と関わりたくないから」が最も多く、父子家庭については回答者

が一名のため、「相手方との交渉がわずらわしいから」、「相手に払う意思がなくなったから」、相手に

支払う資力がなくなったから」も 100.0％なっています。 

 

※特に何も行動していない方のみ 
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（５）養育費を受け取っているか〈単数回答〉〔問 17-６（１-１）〕 

母子家庭、父子家庭ともに「受け取っていない」が最も多くなっています。 

 

 

◎養育費を受け取っていない理由〈複数回答〉〔問 17-７〕 

母子家庭、父子家庭ともに「相手と関わりたくないから」が最も多くなっています。 

 

※養育費を受け取っていない方のみ 

  

9.9

3.3

1.5

0.0

65.1

70.0

23.5

26.7

受け取っている 時々受け取っている 受け取っていない 無回答

母子家庭の母（寡婦含む）
(n=616)

父子家庭の父
(n=30)

(%)
0 20 40 60 80 100

53.1

37.7

23.4

16.7

10.5

6.0

3.7

2.5

1.7

1.0

5.2

0.7

47.6

14.3

33.3

23.8

0.0

19.0

4.8

14.3

9.5

0.0

9.5

4.8

0 20 40 60

母子家庭の母（寡婦含む）

(n=401)

父子家庭の父

(n=21)

相手と関わりたくないから

相手に支払う意思がなかったから

相手に支払う資力がなかったから

相手方との交渉がわずらわしかったから

相手から身体的・精神的暴力を受けたから

交渉がまとまらなかったから

自分の収入で経済的に問題なかったから

養育費を請求できるとは思わなかったから

子どもを引き取った方が負担するものと思っていたから

現在交渉中、又は今後交渉予定であるから

その他

無回答

(MA%)
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（６）子どもの面会交流の相談先〈複数回答〉〔問 18〕 

母子家庭、父子家庭ともに「相談していない」が最も多くなっています。 

 

 

（７）離別した相手と子どもの面会交流の取り決めをしているか〈単数回答〉〔問 18-２〕 

母子家庭、父子家庭ともに「取り決めしていない」が最も多くなっています。 

 

  

9.4

6.2

5.4

4.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.5

66.6

14.9

3.3

3.3

10.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

56.7

30.0

0 20 40 60 80

母子家庭の母（寡婦含む）

(n=616)

父子家庭の父

(n=30)

親族

弁護士

家庭裁判所

知人・隣人

養育費等相談支援センター

母子・父子自立支援員

大阪府立母子・父子福祉センター

母子・父子福祉団体

NPO法人

その他

相談していない

無回答

(MA%)

12.3

13.3

12.8

16.7

59.7

43.3

15.1

26.7

取り決めをしている（文書あり） 取り決めをしている（文書なし） 取り決めしていない 無回答

母子家庭の母（寡婦含む）
(n=616)

父子家庭の父
(n=30)

(%)
0 20 40 60 80 100



30 

 

 

◎面会交流の取り決めをしていない理由〈複数回答〉〔問 18-３〕 

母子家庭、父子家庭ともに「相手と関わり合いたくないから」が最も多くなっています。 

 

※取り決めをしていない方のみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

41.9

20.8

17.8

16.4

14.7

12.2

7.5

6.4

2.8

2.8

1.9

0.8

13.3

0.0

53.8

23.1

15.4

0.0

15.4

7.7

0.0

15.4

15.4

7.7

0.0

0.0

15.4

0.0

0 20 40 60

母子家庭の母（寡婦含む）

(n=360)

父子家庭の父

(n=13)

相手と関わり合いたくないから

相手が面会交流を希望しないから

子どもが会いたがらないから

相手が養育費を支払わない又は支払えないから

取決めをしなくても交流できるから

取決めの交渉がわずらわしいから

面会交流をすることが子どものためにならないと思うから

相手から身体的・精神的暴力や児童虐待があったから

子どもの連れ去りや虐待の可能性があるから

親族が反対しているから

取り決めの交渉をしたが、まとまらなかったから

現在交渉中又は今後交渉予定であるから

その他

無回答

(MA%)
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（８）面会交流をしているか〈単数回答〉〔問 18-４〕 

母子家庭、父子家庭ともに「面会交流は行っていない」が最も多くなっています。 

 

 

◎面会交流の頻度〈単数回答〉〔問 18-５〕 

母子家庭、父子家庭ともに「月１回以上２回未満」が最も多く、父子家庭については「月２回以上」

も同率となっています。 

 

※面会交流を行っているまたは行ったことがある方のみ 

 

 

 

 

 

 

8.3

4.2

50.3

37.2

13.3

3.3

40.0

43.3

0 20 40 60

母子家庭の母（寡婦含む）

(n=616)

父子家庭の父

(n=30)

現在、面会交流を行っている

過去に面会交流を行ったことがあるが、現在は行っていない

面会交流は行っていない

無回答

(%)

16.9

20.8

18.2

9.1

13.0

19.5

2.6

40.0

40.0

20.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0 10 20 30 40 50

母子家庭の母（寡婦含む）

(n=77)

父子家庭の父

(n=5)

月２回以上

月１回以上２回未満

２～３月に１回以上

４～６月に１回以上

１年に１回以上

その他

無回答

(%)
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◎面会交流を行っていない理由〈複数回答〉〔問 18-６〕 

母子家庭は「相手が面会交流を求めてこないから」、父子家庭は「子どもが会いたがらないから」が

最も多くなっています。 

 

  

40.0

35.2

27.7

24.2

9.4

7.4

5.2

4.2

3.2

1.3

0.6

11.3

3.9

25.0

41.7

16.7

8.3

0.0

25.0

8.3

8.3

0.0

0.0

0.0

16.7

0.0

0 10 20 30 40 50

母子家庭の母（寡婦含む）

(n=310)

父子家庭の父

(n=12)

相手が面会交流を求めてこないから

子どもが会いたがらないから

相手が養育費を支払わないから

自分が精神的な負担を感じるから

相手に暴力などの問題行動があるから

面会交流によって子どもが精神的
又は身体的に不安定になるから

親族が反対しているから

相手が結婚したから

塾や学校の行事で子どもが忙しいから

相手が面会の約束を守らないから

第三者による面会交流の支援を受けられないから

その他

無回答

(MA%)
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５ 住居について 

 

（１）－１ ひとり親となる前の居住形態〈単数回答〉〔問 19（１-１）〕 

母子家庭、父子家庭ともに「民間賃貸住宅」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）－２ ひとり親となった後の居住形態〈単数回答〉〔問 19（１-２）〕 

母子家庭が「民間賃貸住宅」、父子家庭が「持ち家（マンション含む）」が最も多くなっています。

ひとり親となる前と比べると、母子家庭は「民間賃貸住宅」、父子家庭は「持ち家（マンション含む）」

の割合が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

40.7

4.5

1.3

14.9

1.5

30.8

1.6

4.5

36.7

3.3

3.3

13.3

0.0

30.0

3.3

10.0

0 10 20 30 40 50

母子家庭の母（寡婦含む）

(n=616)

父子家庭の父

(n=30)

民間賃貸住宅

府営住宅・市町村営住宅

公団・公社賃貸住宅

親や親族の家に同居

社宅・社員寮

持家（マンション含む）

その他

無回答

(%)

51.5

5.5

1.5

20.1

0.2

13.3

1.9

6.0

23.3

6.7

6.7

20.0

0.0

33.3

0.0

10.0

0 20 40 60

母子家庭の母（寡婦含む）

(n=616)

父子家庭の父

(n=30)

民間賃貸住宅

府営住宅・市町村営住宅

公団・公社賃貸住宅

親や親族の家に同居

社宅・社員寮

持家（マンション含む）

その他

無回答

(%)
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（１）－３ 現在の居住形態〈単数回答〉〔問 19（１-３）〕 

母子家庭は「民間賃貸住宅」、父子家庭は「持ち家（マンション含む）」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）家賃相当の金銭的な負担額〈単数回答〉〔問 19-２〕 

母子家庭、父子家庭ともに「５～７万円未満」が最も多くなっています。 

 

※親や親族の家に同居し、家賃相当の負担をしている方のみ 

 

 

  

49.7

8.6

1.0

13.8

0.0

18.3

1.8

6.8

30.0

6.7

3.3

16.7

0.0

33.3

0.0

10.0

0 20 40 60

母子家庭の母（寡婦含む）

(n=616)

父子家庭の父

(n=30)

民間賃貸住宅

府営住宅・市町村営住宅

公団・公社賃貸住宅

親や親族の家に同居

社宅・社員寮

持家（マンション含む）

その他

無回答

(%)

1.4

0.3

3.8

5.2

6.6

12.6

47.5

21.0

1.6

0.0

0.0

10.0

0.0

10.0

20.0

50.0

10.0

0.0

0 20 40 60

母子家庭の母（寡婦含む）

(n=366)

父子家庭の父

(n=10)

５千円未満

５千円～１万円未満

１万円～２万円未満

２万円～３万円未満

３万円～４万円未満

４万円～５万円未満

５万円～７万円未満

７万円～９万円未満

９万円以上

(%)
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58.9

25.8

21.4

15.1

11.0

5.5

3.0

20.8

4.7

41.7

25.0

0.0

8.3

0.0

0.0

0.0

50.0

0.0

0 20 40 60 80

母子家庭の母（寡婦含む）

(n=365)

父子家庭の父

(n=12)

家賃が高い

希望の場所に物件がない

府営住宅等に中々入れない

保証金等が確保できない

連帯保証人が見つからない

入居できる賃貸住宅の情報が不足している

その他

特に困ったことはない

無回答

(MA%)

（３）住居を探すときや入居時に困ったこと〈複数回答〉〔問 19-３〕 

母子家庭は「家賃が高い」、父子家庭は「特に困ったことはない」が最も多くなっています。 
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６ 生活全般・各種制度の利用状況について 

 

（１）自分や子どものことで困っていること〈複数回答〉〔問 20〕 

自分のことで困っていることについて、母子家庭では「家計（就労収入が少ない）」、父子家庭では

「家事」が最も多くなっています。 

子どものことについては、母子家庭、父子家庭ともに「特に悩みはない」を除くと、「教育・進学

（経済的理由）」が最も多くなっています。 

 

自分のこと 

 

 

 

 

 

  

35.1

22.9

20.8

17.4

16.1

13.1

8.8

7.5

8.0

4.7

2.6

2.9

0.5

4.4

22.4

7.8

26.7

10.0

16.7

26.7

6.7

3.3

6.7

33.3

13.3

13.3

6.7

0.0

0.0

3.3

30.0

3.3

0 10 20 30 40

母子家庭の母（寡婦含む）

(n=616)

父子家庭の父

(n=30)

家計（就労収入が少ない）

住居（家賃が高い）

仕事（時給・給与が低い）

家計（児童扶養手当が少ない）

健康

住居（狭いなど住環境が悪い）

家計（養育費が少ない）

家事

仕事（雇用が不安定）

親族の介護・健康

家計（年金が少ない）

医療費が高い

元配偶者からの身体的・精神的暴力

その他

特に悩みはない

無回答

(MA%)
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8.1

3.4

39.5

20.7

32.7

44.8

19.7

31.0

よくある 時々ある ほとんどない ない

母子家庭の母（寡婦含む）
(n=559)

父子家庭の父
(n=29)

(%)
0 20 40 60 80 100

子どものこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）子どもに不安や怒りの感情を向けてしまうことがあるか〈単数回答〉〔問 21〕 

母子家庭は「時々ある」、父子家庭は「ほとんどない」が最も多くなっています。 

  

31.8

20.3

14.8

8.3

6.7

6.7

3.9

1.9

1.5

2.1

34.3

7.6

33.3

13.3

13.3

3.3

16.7

6.7

10.0

3.3

0.0

6.7

40.0

3.3

0 10 20 30 40 50

母子家庭の母（寡婦含む）

(n=616)

父子家庭の父

(n=30)

教育・進学（経済的理由）

教育・進学（その他の理由）

しつけ

健康

食事・栄養

不登校・ひきこもり

就職

非行・問題行動

結婚問題

その他

特に悩みはない

無回答

(MA%)
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28.5

53.8

58.0

64.1

62.7

56.0

53.1

62.3

74.1

66.6

50.3

63.0

71.5

63.7

60.7

63.4

72.0

81.8

86.4

85.9

73.1

67.2

70.2

73.1

23.2

4.2

2.2

1.6

1.0

1.6

2.4

1.8

1.6

2.8

3.0

1.4

0.4

0.6

3.0

0.8

0.4

0.0

0.0

0.0

0.6

0.6

2.6

1.0

18.4

6.0

5.0

4.8

4.6

8.3

8.5

6.5

3.9

6.3

10.9

7.5

5.4

8.2

7.6

5.4

5.0

2.8

1.8

1.8

4.0

5.7

4.6

4.8

30.0

36.0

34.5

29.4

31.7

33.9

35.8

29.1

20.4

24.3

35.6

28.1

22.7

27.5

28.7

30.4

22.6

15.4

11.8

12.3

22.1

26.3

22.5

21.0

0.0

0.0

0.2

0.0

0.0

0.2

0.2

0.2

0.0

0.0

0.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.2

0.2

0.0

0.0

知らなかった 知っていて、利用したことがある 知っていて、内容も知っている 知っていて、聞いたことがある 今後も利用したい

マザーズハローワーク・マザーズコーナー
(n=534)

母子家庭等就業・自立支援センター
(n=500)

母子・父子自立支援プログラム策定事業
(n=498)

生活困窮者自立支援制度
(n=496)

就業支援講習会
(n=496)

ひとり親家庭自立支援教育訓練給付金
(n=495)

ひとり親家庭高等職業訓練促進給付金
(n=497)

ひとり親家庭高等学校卒業程度認定試験合格支援事業
(n=491)

職業能力形成システム（ジョブカード制度)
(n=490)

一時預かり事業
(n=494)

病児保育事業
(n=505)

子育て短期支援事業
(n=494)

ひとり親家庭等日常生活支援事業
(n=498)

ファミリー・サポート・センター事業
(n=498)

母子生活支援施設
(n=501)

福祉世帯向け公営住宅
(n=497)

養育費等相談支援センター
(n=496)

離婚前後の親支援講座
(n=495)

養育費の履行確保等支援事業
(n=499)

面会交流支援事業
(n=495)

母子父子寡婦福祉資金の貸付
(n=498)

大阪府立母子・父子福祉センター
(n=494)

母子・父子自立支援員
(n=497)

母子父子福祉推進委員
(n=495)

(%)
0 20 40 60 80 100

（３）施設や制度の認知度〈単数・複数回答〉〔問 22〕 

母子家庭は『離婚後の親支援講座』や『養育費の履行確保等支援事業』、『面会交流支援事業』は８

割以上の人が「知らない」と回答しています。 

父子家庭は『マザーズハローワーク・マザーズコーナー』のみ認知度が高く、その他の施設・制度

については「知らない」が７～９割となっています。 

 

母子家庭 
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26.9

82.6

73.9

82.6

82.6

82.6

87.0

95.7

87.0

87.5

91.3

91.3

91.3

82.6

87.0

87.0

91.3

91.3

91.3

91.3

91.3

91.3

87.0

91.3

15.4

0.0

0.0

0.0

4.3

0.0

0.0

0.0

0.0

4.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

4.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

26.9

4.3

4.3

4.3

4.3

4.3

4.3

4.3

4.3

4.2

4.3

4.3

4.3

13.0

4.3

4.3

4.3

4.3

4.3

4.3

4.3

4.3

4.3

4.3

30.8

13.0

21.7

13.0

8.7

13.0

8.7

0.0

8.7

4.2

4.3

4.3

4.3

4.3

8.7

4.3

4.3

4.3

4.3

4.3

4.3

4.3

8.7

4.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

知らなかった 知っていて、利用したことがある 知っていて、内容も知っている 知っていて、聞いたことがある 今後も利用したい

マザーズハローワーク・マザーズコーナー
(n=26)

母子家庭等就業・自立支援センター
(n=23)

母子・父子自立支援プログラム策定事業
(n=23)

生活困窮者自立支援制度
(n=23)

就業支援講習会
(n=23)

ひとり親家庭自立支援教育訓練給付金
(n=23)

ひとり親家庭高等職業訓練促進給付金
(n=23)

ひとり親家庭高等学校卒業程度認定試験合格支援事業
(n=23)

職業能力形成システム（ジョブカード制度)
(n=23)

一時預かり事業
(n=24)

病児保育事業
(n=23)

子育て短期支援事業
(n=23)

ひとり親家庭等日常生活支援事業
(n=23)

ファミリー・サポート・センター事業
(n=23)

母子生活支援施設
(n=23)

福祉世帯向け公営住宅
(n=23)

養育費等相談支援センター
(n=23)

離婚前後の親支援講座
(n=23)

養育費の履行確保等支援事業
(n=23)

面会交流支援事業
(n=23)

母子父子寡婦福祉資金の貸付
(n=23)

大阪府立母子・父子福祉センター
(n=23)

母子・父子自立支援員
(n=23)

母子父子福祉推進委員
(n=23)

(%)
0 20 40 60 80 100

父子家庭 
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5.5

10.0

47.3

0.5

0.0

2.0

0.5

18.9

8.5

7.0

10.5

5.3

47.4

5.3

5.3

0.0

0.0

0.0

10.5

15.8

0 10 20 30 40 50

母子家庭の母（寡婦含む）

(n=402)

父子家庭の父

(n=19)

家族・親戚

友人・知人

市役所・役場

母子・父子自立支援員

母子父子福祉推進委員

母子寡婦福祉会

ＮＰＯ法人･民間団体

インターネット・ＳＮＳ

広報誌

その他

(%)

◎施設や制度の情報をどこで知ったのか〈単数回答〉〔問 22-２〕 

母子家庭、父子家庭ともに「市役所・役場」が最も多くなっています。 

 

※問 22 で例示している施設や制度について 
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◎今後も利用したい制度や施設〈複数回答〉※大阪府実施調査のみの設問 

母子家庭は、「ひとり親家庭高等職業訓練促進給付金」が最も多くなっています。 

 

※父子家庭は無回答の為、母子家庭の結果のみ掲載 

 

  

31.8

27.3

22.7

22.7

18.2

18.2

18.2

13.6

13.6

13.6

13.6

13.6

9.1

9.1

9.1

9.1

9.1

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

4.5

0.0

0 10 20 30 40

ひとり親家庭高等職業訓練促進給付金

マザーズハローワーク・マザーズコーナー

就業支援講習会

ひとり親家庭自立支援教育訓練給付金

ひとり親家庭高等学校卒業程度認定試験合格支援事業

福祉世帯向け公営住宅

大阪府母子・父子福祉センター

母子家庭等就業・自立支援センター

職業能力形成システム（ジョブカード制度）

一時預かり事業

病児保育事業

ファミリー・サポート・センター事業

母子・父子自立支援プログラム策定事業

生活困窮者自立支援制度

子育て短期支援事業

養育費等相談支援センター

面会交流支援事業

ひとり親家庭等日常生活支援事業

母子生活支援施設

離婚前後の親支援講座

養育費の履行確保等支援事業

母子父子寡婦福祉資金の貸付

母子・父子自立支援員

母子父子福祉推進委員

(MA%)
(n=22)
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◎施設や制度を利用しやすくするにはどうしたら良いか〈複数回答〉〔問 22-３〕 

母子家庭、父子家庭ともに「夜間・土日祝日なども相談できるようにする」と「気軽に相談できる

場所や相談窓口などを増やす」が多くなっています。 

 

※問 22 で例示している施設や制度について 

 

 

 

 

 

 

  

38.1

38.0

25.6

14.4

12.8

4.7

4.9

3.1

22.1

36.7

33.3

10.0

6.7

20.0

6.7

3.3

6.7

26.7

0 10 20 30 40 50

母子家庭の母（寡婦含む）

(n=616)

父子家庭の父

(n=30)

夜間・土日祝日なども相談できるようにする

気軽に相談できる場所や相談窓口などを増やす

手続きの簡素化や電子化などにより負担を軽減する

子育てや就労などの専門相談窓口を増やす

各種制度・サービスの広報活動を強化する

当事者同士で情報交換・相談ができる場を増やす

自立支援員等の窓口担当者の知識や技能を向上させる

その他

無回答

(MA%)
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（４）困った時の相談先〈複数回答〉〔問 23〕 

母子家庭、父子家庭ともに「家族・親戚」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

  

69.0

50.8

14.4

7.6

1.8

1.3

1.0

0.6

0.3

0.0

2.1

6.8

6.5

66.7

23.3

6.7

16.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

10.0

13.3

0 20 40 60 80

母子家庭の母（寡婦含む）

(n=616)

父子家庭の父

(n=30)

家族・親戚

友人・知人

職場の人

市役所・役場

母子寡婦福祉会

近所・自治会役員等

母子・父子自立支援員

民生委員児童委員

母子・父子福祉推進委員

NPO法人等

その他

相談先がない

無回答

(MA%)
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（５）自分の自立や生活の安定を図るために必要な支援〈複数回答〉〔問 24〕 

母子家庭は「子どもの就学援助の拡充」、父子家庭は「年金・児童扶養手当の拡充」が最も多くなっ

ています。 

 

 

 

  

45.1

44.2

22.4

19.3

17.0

17.4

15.4

15.4

14.6

12.8

10.2

8.1

7.6

6.7

6.0

1.9

15.9

26.7

33.3

6.7

10.0

13.3

6.7

13.3

0.0

13.3

10.0

6.7

3.3

3.3

10.0

10.0

10.0

26.7

0 10 20 30 40 50

母子家庭の母（寡婦含む）

(n=616)

父子家庭の父

(n=30)

子どもの就学援助の拡充

年金・児童扶養手当の拡充

公営住宅の増設・優先入居の推進

医療費負担の軽減

児童扶養手当の所得要件を本人のみに限定するなど要件緩和

子どもの学習支援（学習支援ボランティアの派遣等、
学校外での学習機会の提供）

子どもの体験（自然・文化体験、旅行など家族での行事）支援

母子家庭の母等の雇用を促進する企業への支援

正規雇用での就労機会の拡充

保育所優先入所の推進、延長・休日・一時保育の充実

職業訓練・受講料補助など経済的支援の拡充

病(後)児保育の充実

職業訓練や技能講習など機会の充実

ひとり親家庭等の人権施策の推進

家事･子育て援助ヘルパー等の充実

その他

無回答

(MA%)
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Ⅲ．自由意見 
 

内容 回答数 

支援・手当てについて 16 

・働けば働くほど支援が減らされる 

・児童扶養手当の金額を増やしてほしい 

・子どもが高校・大学へ進学しても支援が受けられる内容を増やしてほしい 

・在学中の離婚だからと、ひとり親家庭の教育訓練などの給付金が受給できないのはおかしい 

・児童扶養手当・児童手当などの所得制限をなくし、子どもが就職するまでは対象にしてほしい 

・家のことをするために保育園に預けたり、保育園のない日以外も仕事を休んで、子ども一人一人

と個々にすごせる時間をフォローしてほしい 

寡婦について 13 

・子どもが 20 歳を超えると支援がなくなり、生活が苦しくなるので支援してほしい 

・死別、離別ともに同じように対応してほしい（離別でも寡婦控除を認めてほしい） 

・年金が延び、病気になりやすい年齢なので、寡婦への支援を強化してほしい 

・寡婦になり医療費の負担が増えたが、子どもが 18 歳になるまで医療費助成があり助かった 

行政について 10 

・ひとり親になってから、行政に助けてもらっていると感じる機会が増え、本当に感謝している 

・障がいがある人によりそった制度や取り組み、知識を持っておられる方が少なく困っている 

・働いていると平日に役所に来るのが難しく、相談しづらい 

・母子家庭は時間がないため、書類上の手続きの簡素化をしてほしい 

・電子や土・日・夕方～など、手続きする際に対応頂けると働く身として助かる 

・小学校の給食費無償化など、市独自でするのではなく府単位で統一してほしい 

・婚活を充実してほしい 

子どものことについて ８ 

・親世帯と同居しているだけで、小学校の学童に入れないことに困っている 

・高学年小学生の長期休み期間の学童の受け入れをしてほしい 

・子どもが障がい児なので出張もできず、キャリアアップや収入増を狙えない 

・子どもの不登校など、悩みを相談しても親味になってもらえない（市役所など学校の担当者） 

・十分な教育を受けさせてあげられるか考える事が増え、何とかして大学まで通わせてあげたいと

いう気持ちが強くなるが、どうしたらいいのかわからない 

府営住宅について ４ 

・府営住宅の家賃が上がり続けているので、なんとかしてほしい 

・府営住宅に入りたいが、なかなか入れない 

・母子家庭が入りやすくなってほしい 
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内容 回答数 

養育費について ４ 

・養育費は相手の収入額が低くても、公正証書のとおりに払ってもらえるようにしてほしい 

・養育費を絶対に払うシステムを国や市などで作ってほしい 

・養育費は子どもの為にもらっているので生活費に含んで考えられるとしんどい 

老後について ３ 

・子どもには子どもの生活があるので、頼ることもできず老後が不安 

・病気で仕事を制限していたため、今のままで生活ができるのか老後が不安 

・年金収入のみの一人暮らしだが、健康面や少ない年金に不安を感じている 

税金等について ３ 

・物価が高い 

・税金の高さに日々戸惑っている 

・働けど働けど税金を払い、国の資金の返済もあり働くばかりだが、金利がなくて助かっている 

収入について ３ 

・子どもを置いて仕事をするのが心配で、夜勤等の収入を増やせる職場でシフトを組めない 

・正社員で働くと子どもとの時間が少なかったり、子どもを優先するとお給料が少なかったりする 

・給料のほとんどが家賃にもっていかれる 

アンケートについて ２ 

・離婚理由や自身の最終学歴を答える必要があるのであれば、この答えを何の為に使用するのかを

説明すべきではないか 

その他 16 

・母子家庭に人権がない 

・保育所や一時預かりなどの施設が少なすぎる 

・毎日の家事が大変 

・たくさんの子どもたちが、生きやすい世の中になれば幸い 

・金銭的には困らなかったが、精神的に親子共々大変だった 

・摂津市の中心部分ばかりにかたよっていて鳥飼にはなにもない 

・病気の人は、普通の家庭よりお金がかかることをわかってほしい 



 

 

 


